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O’Reillyといえば

• O’Reillyといえば、

ですよね！



Where2.0とは

• O’Reilly Media, Inc.が主催する商業イベント
– “ITの目から見た”、位置情報・地理情報技術の
最先端を知るイベント
• IT系の参加者が大半で、測量業界からの参加者は希
少
– 「ESRIユーザーカンファレンス」や、「GISネクストフォーラム」
とは根本的に異なる

• 参加目的は様々だが、シリコンバレー的
– 有名IT企業のPR、起業家や起業志望者の資金や顧客開拓、
ベンチャーキャピタルによる投資先探し、海外からの調査、
技術の売り込み全般



O’Reillyのイベント

• ITの注目分野のイベントを欧米で開催
– 2～3日の会期で10万円程度の参加費用



なぜO’Reillyが？

• なぜO’Reillyが目をつけたか？
– 位置情報、地理情報がITの注目分野になっている

• インフラが整備
– GPSや携帯デバイスの飛躍的発展、ネットワーク帯域の増大と利
用コスト低下

• 日用品化
– Googleを始めとしたIT系のポータルメディアが参入
– 地理情報関係のオープンソースツール（FOSS4G）が急拡大

– 一過性のブームではなくて、継続的に拡大している
• 位置情報、地理情報はITの1つの分野として定着

– それまでは、“孤立した”専門分野



今年で4回目

• シリコンバレー近辺で開催されている
–第1回(2005年）

• サンフランシスコのThe Westin St. Francis
–第2回（2006年）

• サンノゼのThe Fairmont San Jose
–第3回（2007年）

• サンノゼのThe Fairmont San Jose
–第4回(2008年）

• BurlingameのSan Francisco Airport Marriott



4年間で動きもある
• 例えば主要スポンサーの推移

2008200720062005



今年初めての試み

• TUTORIALの実施
– 1日目を充てる

• タイトル
– Advanced Rails GIS Hacks Nomad Labs
– Rapid Geographic Web Application Development with 

GeoDjango Django
– Geo-ify Your Web Site OSM&Mapufacture
– Sharing Your Content on the Google Maps API (Sponsored 

Tutorial) Google
– Searching the Geoweb: Exposing Your Geo Data to Search 

Engines Google
– Beg, Borrow and Steal: Make a Simple GPS Game EU HP
– The Open Geo-Stack: OpenLayers, GeoServer, PostGIS TOPP
– Creating Web 2.0 Applications on an Open Source Geospatial 

Platform (Sponsored Tutorial) Autodesk



日本からの参加者

• 20名弱
– 日立製作所
– CMJ
– 凸版印刷
– Yahoo!
– クウジット
– オープンアソシエイツ（http://ongmap.com/）
– ナレッジサービス
– IPC
– パイオニアUSA



印象に残った発表



EveryBlock
• 住所を入れると地域の詳細情報を表示するサービ
ス
– シカゴ市のサービスとして提供

• 統計的情報だけでなく、生活利便施設、ｆｒｉｃｋｒの写
真なども検索できる
– ラインやポリゴンでの検索もできる

• 当初はGoogleMapsを使ったが、Googleでは実現
できない地図表現や検索方法を追求したら、オープ
ンソースにたどり着いた
– Djangoをベースに拡張、Mapnik, TileC

ashe,OpenLayers









Nokia 初登場
• NokiaはWhere2.0初参加

– 日本以外ではNokiaの携帯電話は広く普及しているので、
影響が大きい

• Oviサービスの1つとしてNokia Mapを提供
– 地図とナビゲーションがNokiaにとって重要な部分である
という認識
• 世界最大の地図会社NAVTEQを買収（EU承認待ち）

– 様々な活動シーンに適用するサービスとして提供
• Drive, Move, Discover, Collect, Share, Meet
• 携帯電話だけではなく、PC向けのサービスも

• 今後日本でどうなるか注目
– 先行ライバルとどう戦うか









Google Earth

• 2007年から2008年でGeoWebは300％増加
– KMLのOGC標準化によって従来の“Geo”の世
界とWebの統合が実現した．．．と言いたいみた
い

• ESRIを持ち上げ orz…
–デモは魅力的である

• GeoSearchAPIの当日リリース
– Where2.0はメディアの視点からも重要なイベント





















Poly9 FreeEarth

• Flashで作成した「Google Earth」ライクな
Webクライアント
– http://freeearth.poly9.com/
–ダウンロードの必要がない

• その他
– GeoAlertという面白いサービスを提供している
– mapmkrという新サービスを8月にリリース



FreeEarth

Google Earthと同じ操作感覚でブラウザ上で動く







BugLabs

• ハードウェアのマッシュアップ
–自称「open source hardware module」
– GPSを含めた各種のセンサーを「くっつける」こと
で希望の機能を有したシステムが出来上がる





GeoTagging NXP Location Tec.

• GPSの測位データを後処理することで、高速
な位置情報付与を実現する技術

– （カメラの場合）対応するデジカメで撮影
–要するに、対応デバイスを売るビジネスか











Churchill Navigation

• ヘリコプターで犯人追跡！
– Where2.0風

• 3D地図の利用
• 夜でもビジュアル







Microsoft Virtual Earth

• マイクロソフトの考え方をストレートに示す良く
できたプレゼンテーション

–哲学→統計数値→自社のアプローチ→製品詳細
→デモで聴衆を魅了→これからの展開．．．とい
う教科書通りの良くできたプレゼン

• 「史上最大の地図作成プロジェクト」
– 3Dの詳細地図を大々的に展開

• 北米、欧州、そして中国…
– 日本での存在感の無さは何？？



















EveryScape

• 建物の中を紹介するサービス
– http://www.everyscape.com/
–ボストンの会社

• MITの出身者が作った







DIY Drones UAV

• UAV（Unmanned Aerial Vehicle）を、格安の
パーツで作り上げるプロジェクト
– http://diydrones.com/
–オープンソースハードウェアと、オープンソースソ
フトウェアの活用で実現

– 3cmの解像度













Where2.0的災害支援

• ハリケーン「Katrina」の事例
– Google Mapsはもちろんだけど、それだけでは
足りない
• 皆が情報を集めて持ち寄るメディア→OSMの活用

– こうしたアプローチは、”本業“の人たちにも徐々
に理解され、採用される









Eye-Fi

• カメラのSDメモリカード＋WiFiで撮影データ
をアップロード
– WiFiから位置情報付与も
–専用のSDメモリカードを使うと実現









GeoDjango

• djangoプロジェクトのブランチ
– Open GeoWeb Stack

• ツールを抽象化してフレームワークを提供
– Pythonベースのフレームワーク
– すばやいアプリケーション構築が実現

» SQLの知識が無くてもアプリが作れる

– この方向性が普及すると思う





Google on Maps

• このコンセプトが大事
–マイクロソフトのVincentも言っていたこと

• 情報をSpatiallyに組織・体系化する

–それを本日（発表本日の意味）実現
• Wikipedia, Panoramio そして不動産検索

• 「情報をSpatiallyに組織・体系化する」サービ
スはGoogleなどのポータルの主戦場となる
– このビジネスへの参入と生き残りは難しい









感想と考察



ちょっとだけ浦島太郎．．．

• 日本だけ見ていたら、いつも数周遅い
–多分こうなるだろう、は「目の前で発表されてい
る」

– Googleを追いかけるだけのビジネス、Googleを
マッシュアップするだけのアイデアはつくづく皮相
に感じる
• 趣味で楽しむなら良いけど

–個別のツール（FOSS4Gツールも含めて）の優劣
の時代ではなく、それがあった上でのシステムや
サービスの優劣の時代



GISベンダのカンファレンスとは大違い

• レベルと真剣味が違う
– “成果発表会”ではなくて、“その人・企業生命”を
賭けてプレゼン
• もちろん、Geekな極みの“笑い”が絶えないのが嬉し
い

–参加者の熱意がとても高い
• セッションの合間を惜しんで、打ち合わせやコーディン
グ、資料作成など
– 夜も寝るまでずっとこんな調子
– 日本からの参加者も熱い



ポータル

• ポータル
–まさに位置情報が主戦場

• 情報をSpatiallyに組織・体系化する戦い

– GoogleとMicrosoftの戦い
• 資本と知恵のある限り戦う

– Yahoo!などは勢いを完全に失う



地理情報系ベンダ

• ESRIは専門ユーザー層を背景にGoogleへ接近
– 真の意味でのオープン系のプロジェクト（FOSS4Gや

OSMなど）には背を向ける
• Autodeskはシビルエンジニアリングという視点から
独自の立ち位置
– あんまりWhere2.0っぽくないが、Autodesk自体はそこに
強い関心を持ち続けている

• その他は路線変更あるいは消滅か？
– MapInfoの幹部エンジニアが参加していたが．．．



ベンチャー

• ベンチャー
– 「雨後の竹の子」は終わった

• 単なるマッシュアップアイデアではない、「何か違う価
値」を提案しないとダメ

–それでも、皆熱心
• 日本からクウジットも（Where Fairにブース）



市民

• 市民（Geek的）
–新しい技術やサービスを自由な発想でどんどん
活用する

• そしてすぐ組織化する

–年齢の幅も広い
• 日本との違いを感じる

– 文化の違いや民主主義の歴史の差かなぁ



来年も行きたい！！

飯はまずいけど orz


